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表紙の写真について
コードロン・シムーン復元の作業風景です
（2024年冬、仏ポントワーズ飛行場にて）。
特集「赤い翼：パリ－東京プロジェクト」
をご覧ください。

　「航空と文化」をお読みの皆様、この度は本誌
をお手に取っていただき、誠にありがとうござい
ます。
　今号では、「カスタマーハラスメントの基礎知識
と実務対応のポイント」につきまして、成蹊大学
原教授にご執筆いただきました。6 月 4 日に改正
労働施策総合推進法が成立したことは、この問題
への社会全体の意識の高まりを示すものであり、
航空関連サービスにおいても速やかな対応が必要
なことを痛感いたしました。
　そして、特集「赤い翼：パリ－東京プロジェク
ト」では、1936 年に佐賀で途切れた冒険飛行家
アンドレ・ジャピー氏の航跡を再びつなぎ、パ 
リ－東京の飛行を完結させようという壮大な試み
の全貌をご紹介しました。先人の未完の夢を実現
し、私たちの大空への憧れを再び強くかき立てる
このプロジェクトの実現に、協会職員一同大きな
期待を寄せています。
　さて、現在、国際宇宙ステーション（ISS）で
は大西卓哉宇宙飛行士が長期滞在中です。大西氏
は、ANA のパイロット経験を持ち、宇宙という
新たなフロンティアでご活躍されています。2 度
目の ISS 滞在で、若田氏、星出氏に続き日本人 3
人目のコマンダー（船長）を務めるその姿は、航

空が宇宙へとつながる無限の可能性を具現化し、
私たちに尽きることのない感銘と未来への想像力
を与えてくれます。
　振り返れば、日本人初代コマンダー（船長）であ
る若田光一氏は JAL 出身で、1996 年の STS-72
ミッションで日本人初のミッションスペシャリス
トとして宇宙へ。複数回の宇宙飛行と日本人初の
ISS 長期滞在を実現し、現在は民間宇宙企業で活
躍され、航空と宇宙の連携を象徴する存在です。
　航空技術の発展が宇宙への道を切り拓き、宇宙
での活動が新たな知見と、地球とは異なる「宇宙
文化」とも呼べる価値観を創出する。この壮大な
繋がりは、人類の飽くなき探求心と文化的な進歩
を物語っています。
　また、この 6 月には宇宙飛行士の山崎直子氏が
日本航空協会理事にご就任されました。宇宙から
地球を見たことがある山崎さんの視点で当協会の
活動にアドバイスをくださることと期待します。
　「航空と文化」編集部は、これからも大空の魅
力に加え、宇宙へと広がる人類の挑戦、そしてそ
こから生まれる多様な文化を、皆様と共に深く探
求して参る所存です。

『航空と文化』編集部

 

 

「⼀般財団法⼈ ⽇本航空協会」への賛助のお願い 

 

⼈類の「空」そして「宇宙」への夢と探求は尽きることがありません。 
航空の時代は20世紀とともに始まり、安全性を⾼めつつ「より速く、より⾼く、
より遠くへ」を⽬指して宇宙へと広がり、社会の発展に貢献してきました。 
 

当協会は1913年、帝国⾶⾏協会として設⽴され、激動の時代にあっても 
航空・宇宙の発展を⽀え、2023年には創⽴110年を迎えました。 

現在は、航空スポーツの普及振興、航空遺産の継承、航空宇宙関係の講演会
開催、機関誌や『数字でみる航空』等の出版、航空宇宙の発展に貢献した  
個⼈・団体の表彰、航空図書館の運営、航空神社の奉賛、航空殉職者のご遺族
に対する育英事業、また、国際線発着調整事務局、｢空の⽇」･「空の旬間」 
実⾏委員会事務局を受託するなど、公益に資する多くの事業に取り組んでおり、 
これらの事業を通じて、航空・宇宙関係者相互の交流啓発を推進し、未来を 
担う世代に対しては、「⻘少年航空宇宙絵画国際コンテスト」や「こども模型
⾶⾏機教室」なども開催し、航空・宇宙への関⼼を⾼める活動も⾏って 
おります。 

当協会は、我が国航空界の先駆けの⽅々から受け継いだ「航空会館」を基本
財産とし、その運⽤収益と、当協会の活動にご賛同いただいている個⼈・法⼈
の皆様⽅からの賛助により事業を⾏っております。 

航空・宇宙の更なる発展のため、是⾮とも当協会賛助員としてご⽀援を 
賜りますようお願い申し上げます。 

 
おお問問いい合合わわせせ：：⽇⽇本本航航空空協協会会賛賛助助員員おおよよびび航航空空ククララブブににつついいてて  

Tel：03-3502-1201 Fax：03-3503-1375 電⼦メール：contact@aero.or.jp  
航航空空遺遺産産継継承承基基⾦⾦賛賛助助員員ににつついいてて  

Tel：03-3502-1207 Fax：03-3503-1375 電⼦メール：isan@aero.or.jp 
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